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（研究指導科目） 

科 目 名 
博士研究指導Ⅱ 

英語名：Directed Study Ⅱ 

必修/選択 必修 

単位数 2 単位 

担当教員 専任教員 

【授業概要】 

 博士研究指導Ⅱは、学生が教員からの個別指導を受けながら実施していく。具体的には、①博士研

究指導Ⅰに続き先行研究をさらに深め、②博士研究指導Ⅰで作成した研究計画に基づき、調査研究を

実施し、③結果を研究としてまとめ、学会発表し、査読付き論文として投稿する（または「課題研究」

としてまとめる）とともに、④その論文が博士論文全体のどこに位置づくかを考えながら、博士論文

の章立てを検討する。その過程においては、現場での研究の実施にあたり、研究実施上での困難を教

員と相談しながら解決し、よりよい実施方法や、よりよい改善策を見いだしていく。また、論文作成

においては、実践の成果を学術的な文脈の中で捉えなおし、研究として示していく過程を学ぶ。 

 

 

（１ 平岡 麻里） 

博士研究指導Ⅰで作成した研究計画に従い、一次史料の収集を開始する。リサーチクエスチョンに答

えるために十分な質と量の一次史料が入手できることが判明した時点で、論文全体の大まかなアウト

ラインを作成し、サブ・テーマごとにさらに史料収集とその解読・分析を行う。 

具体的には、博士論文中の一章または同じサブ・テーマとして論じることができる数章の執筆に十分

な史料の収集と分析を集中して行う。その成果は、学内外で口頭発表するとともに、博士論文の一部

となるような査読付き論文や「研究ノート」あるいは「課題研究」としてまとめる。この作業を通し

て、博士論文の最終構成案を作成しつつ、この時点までの史料の検討によりリサーチクエスチョンを

深化させる。 

論文の全体像を把握し、最終段階で論理的展開とそれが十分に読者に伝わる文章表現を練る時間を確

保するために、可能な限り早く博士論文執筆に着手するよう指導する。 

 

（２ 細田 満和子） 

1 年次で学んだ理論的枠組みや調査法を用いて、各自で設定した教育・医療・福祉の連携論や病に

関する社会学（医療社会学）的考察などの点での問題関心に沿うテーマの探求や仮説の検証を、フィ

ールドワークによる現場の知見をもとに、自律的に実施していくこと促す。その際、調査のデータベ

ースを作成して、分析したり検討したりして仮説を吟味するが、このことがいかに現場の諸課題の解

決に結びつくのかを常に念頭に置くように対話を通じて指導する。またその時々の研究進捗状況を鑑

みながら、関連学会を含む学内外の場で発表してプレゼンテーション能力を高めたり、参加者と意見

交換をしたりすることを奨励し、学術雑誌への投稿を目指すことに関わる指導を行う。 

 

（３ 松浦 均） 

博士研究指導Ⅱでは、博士研究指導Ⅰにおいて作成した研究計画を実行に移していく。質問紙調

査にせよ面接調査にせよ、フィールドでの実践検討にせよ、データの性質と収集方法については確

認をしながら、データを取る前に分析方法等も確認をしておく。一連の研究成果を積極的に学会等

で発表し、その質疑のなかで得られたコメントや新たな議論を元に査読付き論文の作成に着手す

る。この時点でおおよその博士学位論文の構成案が出来ており、先行する研究が進んでいる部分に

ついては順次執筆に着手する。その際には、常にリサーチクエスチョンに立ち戻り、研究遂行状況

についての確実な認識を持ちながら進めることが重要である。 

 

（４ 芳川 玲子） 

博士研究指導Ⅱでは、二つの流れがある。一つは、Ⅰで明確になったテーマと研究手法に従っ

て、主体的に調査研究を行い、結果を査読付論文としてまとめ、投稿できるようにする。もう一つ

は、博士論文としてまとめられる部分は執筆に着手してみる。ここで大切なのは論文のベースにな
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る先行文献の研究である。先行研究を流れが把握できるように展望論文の視点で整理しつつ、自分

のリサーチクエスチョンもしくは研究の原点を何度でも振り返り、博士論文の研究デザインの精緻

化を図る。このような積み重ねが研究を固め、いい論文として成熟していく。 

 

（５ 土岐 玲奈 副指導のみ） 

選択した研究方法について、学校臨床に関わる先行諸研究と対話しながらその詳細を設定する。

とりわけ調査者が調査の場において被調査者と関わり、互いに影響を与え合っているということを

前提とした「関与観察」の枠組みを手掛かりとして、自身の問題関心に適合的な「関与観察」の方

法を練り上げて調査を実施する。そこから得られたデータを整理し分析して考察を展開する。 

その成果を学内外で口頭発表するとともに、博士論文の一部となるような査読付き論文又は「課

題研究」を作成する。この作成を通して博士論文の章構成を考案し、博士論文執筆に着手する。章

構成上でなお必要な先行研究があれば、検討を追加する。また論文執筆上で不足している先行研究

文献の検討や実証的諸資料を追加して収集する。 

 

（６ 古壕 典洋 副指導のみ） 

 専門職としての取り組みをもとに、教育実践を省察的に探究することや、生涯学習・職能開発の

観点から焦点化したテーマについて、博士研究指導Ⅰでの内容をさらに深め、博士論文の一部とな

る査読付き論文ないしは課題研究をまとめる作業を行う。具体的には、①博士論文の一部を構成す

る査読付き論文について、先行研究の整理、課題の設定と研究法の選択、研究の実施と成果の考

察、考察結果の発表と文章化の作業を行い、投稿する。②また、アクションリサーチ法を含む調査

研究法を選択し、実施して、査読付き論文または課題研究の要素の一部を満たす作業を行う。 

 

（７ 原田 公人 副指導のみ） 

設定した研究テーマ・研究計画に従って研究を進めていくが、特に、博士論文の一部となる学術

雑誌への審査付き投稿論文の作成を重視する。研究で重要なことは、適切なデータの収集・分析で

あることを確認し、リサーチクエスチョンに答えることである。理論はデータなしでは生まれない

し、データは理論的なフレームワークなしに収集することはできないことを指導する。このため、

学生は、引き続き Critical thinkingをもって文献レビューを進め、主要文献や関係資料を徹底的

に理解することに努める。また、投稿論文の作成に際しては、収集するデータに対する分析手法の

確認、分析結果の信頼性、見出された知見の妥当性について議論を深める。 

【キーワード】 

 研究の実施、実践の一般化と汎用化、省察、課題研究としてのまとめ 

【授業の到達目標】 

学年を通じて以下の点を求める。 

 1．実践の中で、または実践に即して、研究を自律的に遂行していくこと 

 2．計画に沿って調査研究を実施していくとともに、そこで生じた課題の解決策を常に検討し、  

よりよい実践、実施を行うように改善を図っていくこと 

 3．実践に関して行った研究の取り組みを通じて、一般化・汎用化を試みること 

 4．年度内に実施する研究発表会で発表を行い、また外部の学会発表や論文投稿をする中で得られ

た指摘や示唆をもとに、研究を改善していくこと 

 

学年末の時点で以下の点を求める。 

5．調査研究の中で、結果を得て、博士論文としてまとめる方向性を決定していること 

6．博士論文の一部となりうる成果を査読付き論文又は「課題研究」としてまとめられていること 

7．博士論文の執筆を始めることができていること 

【教育の方法】 

スクーリングの実施【あり】 スクーリングのメディア受講【可】 

【授業計画】 

本科目は、教員の個別指導と学生の成果発表、それに合わせた事前・事後の学修からなる。 

 

1）第一段階 

 学生は、学年初期の研究発表会において、博士研究指導Ⅰの成果として得らえた研究計画の発表を
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行う。発表の際には、自身の現場をめぐる背景や状況、実践上の特性に合った研究方法の提示を行う。

教員は、発表前には、学生が研究計画の適切さや妥当性を示せるよう、また他の教育実践現場の学生

にも伝わるものとなるよう、プレゼンテーションの工夫などを指導する。発表会後には、学生から提

出された振り返りの内容について対話を重ねる中で、これから実施する調査研究の質がより高いもの

となるよう指導・助言を行う。 

 

2）第二段階 

 学生は、博士研究指導Ⅰで作成した研究計画に基づき、調査研究を実施する。その際、教員は、学

生が現場で実施している調査研究の状況について報告を受けながら、個別指導の場では、学生が抱え

ている困難を乗り越えるための方策を共同で検討していく。その際に、解決策を提示するのではなく、

研究実施上の困難を学生自身が越えていくため、研究方法の本質に関わる助言を行い、学生自身の考

え方・発想を引き出すために協力する形で行う。 

 

3）第三段階 

 調査研究が進展してきた段階で、学生はその成果を学会で発表し、合わせて査読付き論文ないしは

「課題研究」としてまとめる。その過程で、教員は、学生が実践の特性を生かした論文を作成できる

よう、また実践の知見に偏った論文とならないよう留意して指導を行う。つまり、実践についてテー

マとしつつも、実践に研究上の理論・概念を用いることや、実践をもとに一般化・抽象化していくた

めの考え方について指導する。そのような過程を通じて、論文作成の点で実践の成果を学術的な文脈

の中で捉えなおし、研究として示していく方法を学ぶ。また、教員は、これらの論文が単一の成果と

して完結することのみにとどまらず、博士論文の中での位置づけを考えるよう指導を行う。 

 

4）第四段階 

 論文投稿後は、査読者等からの意見を踏まえて、論文の質を向上させて行くことを学ぶ。合わせて、

博士論文の構成を検討し、査読付き論文等の博士論文の中での位置づけを考えていく。そして、博士

論文の一部の執筆を開始する。 

 

学生は、年度に 2回行われる研究発表会で発表を行う。1回目は前年度の成果を踏まえた発表であ

り、2 回目は研究実施の経過の発表である。教員は、それぞれの発表で、発表する学生が、多様な分

野の他の学生にも分かるプレゼンテーションや予稿を提示できるよう、指導を行う。 

【履修にあたっての準備・履修上の注意点】 

 本科目の履修にあたっては、博士研究指導Ⅰで、自身の現場をめぐる背景や状況、実践上の特性に

合った研究方法を含む研究計画が作成されていることが求められる。 

 また、この科目の履修にあたっては、基盤科目や専門科目を事前に履修し、方法論の明確化、関連

知識の整理をしていることを求める。 

【スクーリングでの学修内容】 

研究指導教員と学生の合意形成のもと日時を設定し、定期的に研究指導を行う。個別指導にあたっ

ては、学生は調査研究実施上の課題や、前回の指導内容をもとに新たに生じた状況の報告、作成中の

論文などを提示し、指導を受け、指導後は、指導の中で学んだことの報告を行うこととする。 

また、年度に 2 回、研究発表会を実施する。それぞれの回で発表することを原則とする。1 回目の

発表では研究計画を、2 回目の発表では実施中の調査研究の成果報告を行う。いずれの回も他者の発

表から学んだ内容についての振り返りを行い、それを通して自身の実践や研究にどう生かせるかを考

え、また、自身の発表に関して指摘された点についても検討し、振り返りの報告を行う。 

【評価方法】 

研究発表会での発表（原則 2 回）またはそれに代替する発表と、その事前学修・事後学修（50％） 

当該年度の成果をまとめた査読付き論文又は「課題研究」（50％） 

【テキスト】 

授業開始後に、研究指導教員ごとに個別に学生に提示する 

【参考図書】 

授業開始後に、研究指導教員ごとに個別に学生に提示する 

 

 


